
近
世
前
中
期
の
真
宗
行
信
論
に
関
す
る
研
究
は
、
以
下
の
三
つ
の
研
究
内
容
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
学
匠
毎
の
行
信
論
の
特
色
を
概
観
す
る
も
の

（
三
近
世
前
中
期
の
行
信
論
が
後
代
の
宗
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
も
の

（
三
）
三
業
惑
乱
へ
と
繋
が
る
教
学
的
土
壌
を
近
世
前
中
期
の
行
信
論
に
見
出
そ
う
と
す
る
も
の

三
つ
に
分
類
で
き
る
も
の
の
、
近
世
前
中
期
の
真
宗
行
信
論
研
究
は
、
普
賢
大
円
氏
の
『
真
宗
行
信
論
の
組
織
的
研
究
』
［
一
九
三
五
］

刊
行
以
前
に
論
考
が
集
中
し
て
お
り
、
刊
行
以
後
の
研
究
論
文
は
僅
少
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
教
学
史
上
の
真
宗
行
信
論
研

究
が
普
賢
氏
の
著
作
で
一
応
の
完
成
を
見
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
一
つ
考
え
う
る
要
因
と
し
て
、
普
賢
氏
に
よ

る
近
世
前
中
期
真
宗
行
信
論
へ
の
消
極
的
評
価
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
行
す
る
近
世
前
中
期
真
宗
行
信
論
の
研
究
は
三
つ
に
分

類
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
評
価
に
は
一
定
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
い
ま
だ
に
定
ま
っ
て
い
な
い
評
価
と
し
て
、
法
体

大
行
説
の
淵
源
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
西
谷
順
誓
氏
は
『
真
宗
教
義
及
宗
学
之
大
系
』
［
一
九
二
］
の
な
か
で
所
行
説
は
知
空
（
一

知
空
の
行
信
論
研
究

知
空
の
行
信
論
研
究

は
じ
め
に

伊
藤
顕
慈

一

○



六
三
四
～
一
七
一
八
）
よ
り
は
じ
ま
る
と
評
し
、
梅
原
真
隆
氏
は
「
宗
信
の
行
信
論
」
［
一
九
一
四
］
に
お
い
て
宗
信
（
生
没
年
不
詳
）

に
法
体
大
行
の
思
想
が
見
ら
れ
る
と
評
す
。
鈴
木
法
深
氏
の
『
真
宗
学
史
』
［
一
九
二
○
］
及
び
日
高
達
善
氏
の
「
宗
学
史
上
に
於
け

る
行
信
論
」
［
一
九
二
三
］
、
梯
実
円
氏
の
「
能
化
時
代
の
宗
学
の
特
色
’
第
三
代
能
化
若
霧
師
を
中
心
に
ｌ
」
［
二
○
○
五
］
で
は
、
法

体
大
行
説
は
若
霧
（
一
六
七
五
～
一
七
三
五
）
よ
り
は
じ
ま
る
と
し
、
大
原
性
実
氏
の
「
知
空
並
に
そ
の
門
下
の
宗
学
」
［
一
九
二
九
］

及
び
「
日
渓
法
霧
の
宗
学
」
［
一
九
三
○
］
、
普
賢
大
円
氏
の
『
真
宗
行
信
論
の
組
織
的
研
究
』
［
一
九
三
五
］
は
、
若
霧
に
お
い
て
は

所
行
説
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
に
留
ま
り
、
法
体
大
行
説
そ
の
も
の
は
法
霧
（
一
六
九
三
～
一
七
四
二
よ
り
は
じ
ま
る
と
評
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
評
価
の
相
違
は
、
法
体
大
行
説
の
捉
え
方
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
一
つ
、
近
世
前
中
期
に
お
け
る
学
匠

毎
の
行
信
論
研
究
の
立
ち
遅
れ
が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
三
つ
の
分
類
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
近
世
前
中

期
の
真
宗
行
信
論
研
究
は
、
特
色
の
概
観
や
後
学
へ
の
影
響
の
考
察
に
留
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
親
賛
教
義
の
妥
当
性
に
欠
け
る
と

い
っ
た
消
極
的
評
価
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
形
成
過
程
や
成
立
背
景
に
対
す
る
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
近
世
前
中
期
の
真
宗
行
信
論
研
究
は
、
い
ま
だ
に
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

研
究
の
今
後
の
進
展
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
法
体
大
行
説
の
淵
源
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
近
世
前
中
期
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

人
物
の
一
人
で
あ
る
、
本
願
寺
第
二
代
能
化
知
空
の
行
信
論
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。
知
空
教
学
の
評
価
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て

相
違
が
見
ら
れ
、
大
き
く
二
つ
の
見
解
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
に
西
吟
教
学
を
う
け
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
一
つ

（
１
）

が
西
吟
教
学
を
離
れ
蓮
如
教
学
に
立
脚
す
る
と
の
評
価
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
知
空
は
承
応
の
園
惜
の
反
省
よ
り
西
吟
教
学
を

離
れ
蓮
如
教
学
に
基
調
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
知
空
行
信
論
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
知
空
教
学
に
対
す
る

従
来
の
評
価
の
妥
当
性
を
問
う
こ
と
に
し
た
い
。

知
空
の
行
信
論
研
究
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（
四
）
信
行
同
時
説

（
２
）

知
空
行
信
論
は
、
西
谷
順
誓
・
日
高
達
善
両
氏
に
よ
っ
て
所
行
説
に
あ
る
と
評
さ
れ
る
も
、
大
原
性
実
氏
に
よ
っ
て
真
っ
向
か
ら
否

（
３
）
（
４
）

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
大
原
氏
は
、
知
空
は
名
号
を
以
っ
て
称
名
の
意
で
捉
え
る
と
し
、
普
賢
大
円
氏
は
大
原
氏
の
見
解
を
踏
ま
え

る
か
た
ち
で
知
空
は
第
十
七
願
に
於
い
て
勧
め
る
衆
生
称
名
の
規
範
た
る
教
位
の
称
名
を
も
っ
て
大
行
と
す
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い

（
５
）る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
知
空
行
信
論
は
（
二
能
行
説
に
あ
る
と
の
評
価
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
（
三
信
願
行
の
三
資
糧

（
６
）

説
は
、
古
く
は
僧
撲
に
よ
っ
て
指
摘
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
（
三
）
根
機
に
よ
っ
て
往
生
の
行
業
を
分
か
っ
と
は
、
鈴
木
法
深
氏

（
７
）

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
知
空
教
学
の
問
題
点
で
あ
る
。
（
四
）
信
行
同
時
説
は
日
高
氏
に
よ
る
指
摘
で
あ
り
、
大
原
氏
は
西
吟
の
第
十

（
８
）

七
願
第
十
八
願
両
願
全
一
の
義
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

知
空
研
究
に
新
た
な
知
見
を
提
示
し
た
の
は
、
歴
史
学
者
に
よ
る
教
学
史
研
究
で
あ
る
。
知
空
教
学
を
「
蓮
如
イ
ズ
ム
」
と
銘
打
っ

た
の
は
薗
田
香
融
氏
で
あ
り
、
承
応
の
園
倍
の
反
省
よ
り
知
空
が
西
吟
教
学
を
離
れ
蓮
如
教
学
に
立
脚
し
た
と
す
る
薗
田
氏
の
見
解
は

現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
薗
田
氏
の
見
解
を
う
け
て
論
を
展
開
す
る
の
が
大
桑
斉
氏
で
あ
り
、
大
桑
氏
は
西
吟
教
学
を
決
定
紗
型
、

信
行
同
時
説

（
三
信
願
行
の
三
資
糧
説

（
三
）
根
機
に
よ
っ
て
往
生
の
行
業
を
分
か
つ

（
ご
能
行
説

（
二
研
究
史
の
整
理

先
行
研
究
に
お
け
る
知
空
行
信
論
に
つ
い
て
の
指
摘
を
整
理
す
る
と
、
次
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

知
空
の
行
信
論
研
究一
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（
二
）
問
題
の
所
在

知
空
教
学
の
研
究
史
を
顧
み
る
と
、
歴
史
学
者
に
よ
る
教
学
史
研
究
で
は
、
西
吟
・
知
空
両
教
学
の
相
対
化
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、
西
吟
教
学
を
う
け
る
と
評
さ
れ
て
い
た
知
空
教
学
は
、
西
吟
教
学
と
相
対
化
さ
れ
る
こ
と

で
蓮
如
教
学
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
相
対
化
の
徹
底
は
、
西
吟
教
学
は
通
途
的
で
あ
り
決
定
紗
型
、
知
空
教
学
は
別
途

的
で
あ
り
蓮
如
型
と
す
る
評
価
へ
と
至
る
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
評
価
と
の
相
違
は
、
西
吟
は
所
行
説
、
知
空
は
能
行
説
と
行
信
論
に

（
ｕ
）

お
い
て
西
吟
・
知
空
を
相
対
化
さ
せ
た
薗
田
氏
の
論
考
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
研
究
対
象
の
相
違
に
起
因
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
従
来
の
教
学
史
研
究
で
は
、
主
と
し
て
七
祖
論
釈
や
宗
祖
の
著
述
を
註
釈
し
た
専
門
書
が
研
究
対
象
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
歴
史
学
者
に
よ
る
教
学
史
研
究
で
は
主
と
し
て
異
義
事
件
や
日
常
的
信
仰
の
問
に
答
え
た
実
用
書
が
研
究
対

象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
実
用
書
の
成
槁
・
刊
行
は
、
薗
田
氏
の
論
考
で
の
研
究
対
象
に
あ
た
る
『
鶯
森
含

毫
』
［
一
六
六
四
］
成
稿
以
後
で
あ
る
た
め
、
『
鶯
森
含
毫
』
［
一
六
六
四
］
成
槁
以
前
、
あ
る
い
は
同
時
期
の
著
作
に
お
い
て
蓮
如
教
学

あ
る
い
は
別
途
強
調
の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
『
鶯
森
含
毫
』
［
一
六
六
四
］
成

槁
以
前
の
知
空
の
著
作
で
あ
る
『
正
信
念
仏
偶
要
解
助
講
』
［
一
六
五
九
］
一
巻
、
『
浄
土
思
斉
記
』
［
一
六
五
九
］
四
巻
、
『
高
僧
思
斉

知
空
教
学
を
蓮
如
型
と
位
置
づ
け
、
承
応
の
園
惜
を
境
に
本
願
寺
学
林
教
学
の
主
流
が
決
定
紗
型
か
ら
蓮
如
型
へ
と
移
行
し
た
と
評
し

（
９
）

て
い
る
。
薗
田
・
大
桑
両
氏
が
近
世
の
異
義
を
背
景
に
知
空
教
学
を
位
置
づ
け
る
の
に
対
し
、
教
団
体
制
及
び
学
寮
運
営
を
背
景
に
知

空
教
学
を
位
置
づ
け
る
の
が
平
田
厚
志
氏
で
あ
る
。
平
田
氏
は
薗
田
・
大
桑
両
氏
を
う
け
、
知
空
教
学
は
承
応
の
園
惜
の
反
省
か
ら

「
自
性
唯
心
」
の
西
吟
教
学
を
離
れ
「
タ
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
真
髄
と
す
る
蓮
如
教
学
へ
と
移
行
し
た
と
し
、
加
え
て
、
蓮
如
教

（
蛆
）

学
の
徹
底
は
定
型
化
さ
れ
た
改
悔
作
法
と
い
う
信
仰
様
式
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
と
の
指
摘
を
な
し
て
い
る
。

知
空
の
行
信
論
研
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法
な
り
。

『
御
伝
紗
』
上
巻
第
八
印

箇
所
で
あ
る
。
「
行
は
＋

き
る
。
し
か
し
、
い
ま
窪

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
鷺
森
含
毫
』
成
稿
以
前
の
知
空
行
信
論
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
は
じ
め
に
知
空
が
第
十
七
願
の
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解

を
有
し
て
い
る
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
御
伝
照
蒙
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

記
』
［
一
六
五
九
］
四
巻
、
『
和
讃
首
書
』
［
一
六
五
九
］
六
巻
に
加
え
、
真
宗
教
義
へ
の
言
及
が
う
か
が
え
る
『
御
伝
照
蒙
記
』
［
一
六
六

四
］
を
研
究
対
象
と
し
、
『
鶯
森
含
毫
』
成
稿
以
前
の
知
空
行
信
論
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
知
空
教
学
が
別
途
強
調
の
蓮
如
教
学
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

『
教
行
証
』
に
い
は
く
「
真
実
信
心
必
具
名
号
名
号
不
具
願
力
信
心
」
と
い
へ
る
こ
れ
な
り
。
ま
た
名
号
は
十
七
願
な
り
、
信
心

は
十
八
願
な
り
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
二
五
丁
左
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

『
高
僧
和
讃
』
曇
鶯
讃
「
安
楽
仏
国
に
い
た
る
に
は
無
上
宝
珠
の
名
号
と
真
実
信
心
ひ
と
つ
に
て
無
別
道
故
と
と
き
た
ま
ふ
」

（
二
、
四
二
六
）
の
「
名
号
」
「
信
心
」
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
和
讃
は
、
往
因
論
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
と
し
て
重
視

さ
れ
る
和
讃
で
あ
り
、
「
無
上
宝
珠
の
名
号
と
真
実
信
心
ひ
と
つ
に
て
」
と
名
号
・
信
心
と
あ
る
の
に
対
し
、
「
ひ
と
つ
に
て
」
と
あ

教
は
大
無
量
寿
経
な
り
、
行
は
十
七
願
の
名
号
な
り
、
信
は
十
八
願
の
信
楽
な
り
、
証
は
十
一
願
の
滅
度
な
り
、
こ
れ
は
真
実
の

法
な
り
。

（
『
大
系
真
宗
史
料
』
伝
記
編
二
、
一
八
一
頁
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

（
皿
）

伝
紗
』
上
巻
第
八
段
「
弘
通
し
た
ま
ふ
教
行
、
お
そ
ら
く
は
弥
陀
の
直
説
と
い
ひ
つ
く
し
」
（
四
、
九
○
）
の
「
教
行
」
を
釈
す

で
あ
る
。
「
行
は
十
七
願
の
名
号
な
り
」
と
あ
り
、
知
空
が
行
を
第
十
七
願
の
名
号
と
し
て
捉
え
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

。
し
か
し
、
い
ま
い
う
と
こ
ろ
の
名
号
と
は
、
い
わ
ゆ
る
法
体
大
行
と
し
て
の
名
号
を
い
う
も
の
で
は
な
い
。
『
高
僧
思
斉
記
』

知
空
の
行
信
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一
箇
の
阿
弥
陀
仏
、
こ
れ
を
口
に
す
る
を
名
号
と
い
ふ
、
こ
れ
を
意
に
す
る
を
信
心
と
い
ふ
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
二
六
丁
左
）

知
空
が
名
号
を
口
称
の
意
で
捉
え
る
様
子
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
に
も
知
空
が
第
十
七
願
に
お
い
て
称
名
を
示
す
文
が
散

る
こ
と
か
ら
、
「
名
号
」
は
法
体
大
行
で
あ
り
法
、
「
信
心
」
は
領
受
の
大
信
で
あ
り
機
と
し
て
能
所
不
二
を
も
っ
て
解
釈
さ
れ
る
和
讃

（
昭
）

で
あ
る
。
知
空
は
こ
の
和
讃
の
「
名
号
」
を
釈
す
上
で
、
「
信
文
類
」
の
文
を
引
用
し
、
「
名
号
は
十
七
願
な
り
」
と
示
す
。
「
信
文
類
」

引
用
文
の
名
号
は
、
宗
祖
が
称
名
の
意
と
し
て
用
い
る
箇
所
で
あ
り
、
称
名
の
意
で
あ
る
名
号
を
も
っ
て
第
十
七
願
と
示
す
こ
と
か
ら
、

知
空
が
第
十
七
願
の
行
を
称
名
の
意
と
し
て
捉
え
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
知
空
の
名
号
観
は
、
続
く
『
高
僧

見
さ
れ
る
。

思
斉
記
』
の
文
に
顕
著
で
あ
る
。

一
箇
の
阿
弥
陀
仏
、
こ
れ
↑

①
十
七
願
成
の
名
号
と
十
八
願
成
の
信
楽
と
念
声
是
一
に
し
て
信
行
離
な
れ
ず
。（

『
正
信
念
仏
偶
要
解
助
講
』
二
三
丁
右
・
左
、
原
漢
文
）

②
一
の
句
は
第
十
七
の
願
の
こ
こ
ろ
な
り
。
「
弥
陀
の
名
号
」
と
は
二
の
句
の
所
信
三
の
句
の
所
念
、
四
の
句
の
所
報
の
法
な
り
。

諸
仏
名
字
ま
し
ま
す
。
余
を
棟
ぶ
が
故
に
弥
陀
と
い
ふ
。
（
『
浄
土
思
斉
記
』
巻
一
、
二
丁
右
・
左
）

③
「
心
行
」
と
は
、
「
心
」
は
信
心
、
第
十
八
願
の
信
楽
、
「
行
」
は
称
名
、
第
十
七
願
の
称
名
な
り
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
一
○
丁
右
）

第
十
七
願
の
名
号
と
第
十
八
願
の
信
楽
と
を
念
称
是
一
と
し
て
示
す
①
の
文
は
、
名
号
を
称
名
の
意
で
捉
え
る
も
の
と
い
え
る
。
②

は
『
浄
土
和
讃
』
冠
頭
讃
「
弥
陀
の
名
号
と
な
へ
っ
易
信
心
ま
こ
と
に
う
る
ひ
と
は
憶
念
の
心
つ
ね
に
し
て
仏
恩
報
ず
る
お
も

ひ
あ
り
」
三
、
三
三
○
）
を
釈
す
箇
所
で
あ
り
、
「
弥
陀
の
名
号
と
な
へ
っ
塾
」
を
「
第
十
七
願
の
こ
こ
ろ
」
と
釈
す
こ
と
か
ら
、
衆

知
空
の
行
信
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第
十
七
願
の
行
の
捉
え
方
が
確
認
で
き
た
た
め
、
こ
こ
で
は
知
空
が
行
信
関
係
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
信
行
不

離
・
信
行
具
足
の
理
解
よ
り
検
討
を
試
み
る
。

以
上
を
総
合
し
て
考
え
る
に
、
知
空
は
、
行
を
第
十
七
願
の
名
号
と
示
す
も
、
第
十
七
願
の
名
号
を
「
信
文
類
」
「
真
実
信
心
必
具

名
号
名
号
必
不
具
願
力
信
心
」
三
、
九
○
）
に
お
け
る
名
号
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
、
名
号
を
称
名
の
意
で
捉
え
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
関
係
を
念
声
是
一
・
信
行
不
離
で
示
し
、
称
名
を
第
十
七
願
の
こ
こ
ろ
と
釈
す
こ
と
も
、
名
号

を
称
名
の
意
で
捉
え
る
見
解
の
表
出
で
あ
り
、
第
十
七
願
の
称
名
と
い
う
表
現
も
こ
う
し
た
教
学
背
景
が
あ
っ
て
の
も
の
と
い
え
る
。

生
の
称
名
と
第
十
七
願
と
を
重
ね
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
③
は
『
高
僧
和
讃
』
曇
鶯
讃
「
弥
陀
の
回
向
成
就
し
て
往

相
・
還
相
ふ
た
つ
な
り
こ
れ
ら
の
回
向
に
よ
り
て
こ
そ
心
行
と
も
に
え
し
む
な
れ
」
（
二
、
四
二
一
）
の
「
心
行
」
を
釈
す
箇
所
で

あ
り
、
「
第
十
七
願
の
称
名
」
と
あ
き
ら
か
に
第
十
七
願
を
称
名
と
し
て
捉
え
、
そ
の
称
名
を
衆
生
の
上
に
示
す
様
子
を
う
か
が
う
こ

あ
り
、
「
第
十

と
が
で
き
る
。

（
二
信
行
不
離

信
と
行
の
不
離
に
つ
い
て
、
『
高
僧
思
斉
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
心
行
」
と
は
二
義
あ
り
。
一
は
信
心
と
修
行
と
な
り
。
心
に
信
じ
て
二
業
に
行
ず
る
な
り
。
善
導
い
は
ゅ
る
安
心
・
起
行
な
り
。

二
は
信
心
即
行
な
り
。
信
不
離
行
・
行
不
離
信
な
れ
ば
、
信
心
の
定
る
処
す
な
は
ち
行
な
り
。
「
信
心
不
〔
必
〕
具
名
号
」
と
い

へ
る
こ
の
心
な
り
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
一
丁
左
）
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か
の
土
に
往
生
す
る
そ
の
正
因
は
二
字
の
名
号
を
と
な
へ
、
真
実
の
信
心
を
領
解
し
て
、
名
号
と
信
心
と
不
離
な
れ
ば
、
機
法
一

体
な
る
が
故
に
報
土
に
生
ず
。
こ
の
外
に
別
の
道
理
な
し
と
な
り
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
二
六
丁
左
）

『
高
僧
和
讃
』
曇
鶯
讃
「
安
楽
仏
国
に
い
た
る
に
は
無
上
宝
珠
の
名
号
と
真
実
信
心
ひ
と
つ
に
て
無
別
道
故
と
と
き
た
ま
ふ
」

（
二
、
四
二
六
）
を
釈
す
箇
所
で
あ
り
、
往
因
論
と
し
て
重
視
さ
れ
る
和
讃
を
釈
し
た
文
で
あ
る
。
知
空
は
当
該
文
に
お
い
て
、
正
因

と
し
て
衆
生
の
称
名
と
信
の
領
解
と
の
二
義
を
出
し
て
お
り
、
行
と
信
が
不
離
で
あ
れ
ば
機
法
一
体
で
あ
る
か
ら
往
因
決
定
す
る
と
示

す
。
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、
正
因
と
し
て
二
義
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
機
法
一
体
が
往
因
決
定
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
往
因
決
定
後
の
称
名
と
信
心
と
の
不
離
を
示
す
の
で
は
な
く
、
称
名
と
信
心
と
が
不
離
で
あ
る
こ
と
が
往
因

決
定
に
つ
な
が
る
と
の
示
し
方
は
、
知
空
の
行
信
理
解
を
う
か
が
う
上
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
機
法
一
体
が
往
因
決
定

の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、
知
空
行
信
論
の
根
底
に
機
法
一
体
理
解
が
存
す
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る

が
、
い
ま
い
う
と
こ
ろ
の
名
号
と
は
称
名
の
意
で
あ
る
た
め
、
名
号
と
信
心
と
の
不
離
は
称
名
と
信
心
と
の
不
離
で
あ
り
、
そ
の
不
離

に
お
い
て
機
法
一
体
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
知
空
の
機
法
一
体
観
は
蓮
如
の
機
法
一
体
に
相
違
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

『
高
僧
和
讃
』
曇
鶯
讃
「
天
親
菩
薩
の
み
こ
と
を
も
鶯
師
と
き
の
べ
た
ま
は
ず
は
他
力
広
大
威
徳
の
心
行
い
か
で
か
さ
と
ら
ま

し
」
（
二
、
四
一
九
）
の
「
心
行
」
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
心
行
に
二
義
あ
る
と
す
る
知
空
は
、
信
行
次
第
と
信
即
行
の
二
義
を
示
し
、

信
行
次
第
は
安
心
・
起
行
、
信
即
行
は
「
信
文
類
」
「
真
実
信
心
必
具
名
号
名
号
必
不
具
願
力
信
心
」
（
二
、
九
○
）
の
こ
こ
ろ
で
あ
る

と
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
知
空
は
「
心
行
」
を
第
十
八
願
の
信
楽
・
第
十
七
願
の
称
名
で
捉
え
る
た
め
、
い
ま
い
う
と
こ
ろ
の
信

即
行
は
第
十
八
願
と
第
十
七
願
と
の
関
係
に
お
い
て
談
じ
る
も
の
と
い
え
る
。
知
空
は
こ
こ
で
二
義
を
あ
げ
、
信
行
次
第
は
安
心
・
起

行
で
あ
る
と
し
、
口
業
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
信
即
行
に
お
い
て
は
口
業
に
限
定
す
る
か
た
ち
で
、
衆
生
の
信
心
と
称
名

の
不
離
を
示
す
と
い
え
る
。

知
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ば
、
信
行
具
足
の
二
肩

次
の
文
に
顕
著
で
あ
る
。

（
二
）
信
行
具
足

信
と
行
と
の
不
離
を
信
心
と
称
名
と
の
不
離
で
捉
え
る
知
空
は
、
信
行
具
足
を
一
声
の
称
名
の
上
に
見
て
お
り
、
そ
う
し
た
見
解
が

顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
次
の
文
で
あ
る
。

六
字
の
中
の
は
じ
め
の
二
字
は
信
な
り
。
後
の
四
字
は
行
な
り
。
信
行
具
足
す
る
は
た
だ
一
声
の
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
こ
こ
を

以
っ
て
心
即
行
な
り
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
一
丁
左
）

『
高
僧
和
讃
』
曇
鶯
讃
「
天
親
菩
薩
の
み
こ
と
を
も
鶯
師
と
き
の
べ
た
ま
は
ず
は
他
力
広
大
威
徳
の
心
行
い
か
で
か
さ
と
ら
ま

し
」
三
、
四
一
九
）
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
先
述
し
た
心
行
二
義
の
う
ち
信
即
行
を
釈
す
文
で
あ
り
、
六
字
の
上
に
信
行
を
示
す
点
に

留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
信
心
を
具
し
た
一
声
の
称
名
を
も
っ
て
信
行
具
足
と
す
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
名
号
」
と
は
他
力
の
三
信
な
り
。
「
名
号
」
に
於
て
南
無
と
信
じ
、
阿
弥
陀
仏
と
行
じ
て
信
行
具
足
す
れ
ば
往
生
す
と
信
ず
る

を
「
不
思
議
の
信
心
」
と
い
ふ
。

（
『
浄
土
思
斉
記
』
巻
四
、
一
四
丁
右
）

『
浄
土
和
讃
』
弥
陀
経
讃
「
恒
沙
塵
数
の
如
来
は
万
行
の
少
善
き
ら
ひ
つ
鼻
名
号
不
思
議
の
信
心
を
ひ
と
し
く
ひ
と
へ
に
す
シ

め
し
む
」
三
、
三
七
九
）
の
「
名
号
不
思
議
の
信
心
」
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
名
号
は
他
力
信
で
あ
る
と
示
す
も
、
六
字
の
上
に
衆
生

の
三
業
と
し
て
の
信
行
を
示
し
、
「
不
思
議
の
信
心
」
を
「
信
行
具
足
す
れ
ば
往
生
す
と
信
ず
る
」
と
釈
す
た
め
、
前
の
文
に
鑑
み
れ

ば
、
信
行
具
足
の
一
声
が
あ
れ
ば
往
生
す
る
と
信
じ
る
こ
と
が
信
心
で
あ
る
と
い
っ
た
見
解
と
な
る
。
こ
う
し
た
知
空
の
行
信
理
解
は
、

名
号
は
自
ら
真
実
信
心
の
内
に
こ
も
る
が
ゆ
へ
に
得
生
の
真
因
は
信
心
一
つ
な
り
。
（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
二
、
二
五
丁
左
）

『
高
僧
和
讃
』
曇
賛
讃
「
安
楽
仏
国
に
い
た
る
に
は
無
上
宝
珠
の
名
号
と
真
実
信
心
ひ
と
つ
に
て
無
別
道
故
と
と
き
た
ま
ふ
」

（
二
、
四
二
六
）
を
釈
す
箇
所
で
あ
り
、
「
無
上
宝
珠
の
名
号
と
真
実
信
心
ひ
と
つ
に
て
」
の
「
ひ
と
つ
」
に
対
す
る
知
空
の
解
釈
で

知
空
の
行
信
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■■■■■■■■■■■

一

八



あ
る
。
信
行
具
足
の
一
声
が
あ
れ
ば
往
生
す
る
と
い
う
信
で
あ
る
た
め
、
往
因
の
決
定
に
際
し
て
は
信
行
具
足
の
一
声
が
あ
る
と
の
論

理
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
信
行
具
足
の
一
声
以
前
の
信
の
時
点
に
お
い
て
は
一
声
が
こ
も
る
と
い
う
表
現
に
な
る
と
い
え
る
。

以
上
を
総
合
し
て
考
え
る
に
、
知
空
は
行
信
関
係
を
ど
こ
ま
で
も
衆
生
の
上
の
口
業
と
意
業
と
の
関
係
で
捉
え
る
と
い
え
る
。
第
十

七
願
の
行
を
称
名
で
と
ら
え
る
知
空
は
、
第
十
八
願
の
信
と
第
十
七
願
の
行
と
の
関
係
を
も
っ
て
信
即
行
を
談
じ
、
機
法
一
体
を
も
っ

て
往
因
決
定
の
根
拠
と
す
る
。
信
即
行
と
は
信
行
具
足
で
あ
り
、
信
行
具
足
を
一
声
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
す
る
知
空
は
、
信
行
具
足
す

れ
ば
往
生
す
と
信
ず
る
こ
と
が
信
心
で
あ
る
と
示
す
。
こ
の
解
釈
は
、
一
声
す
れ
ば
往
生
す
と
信
ず
る
こ
と
が
信
心
と
す
る
信
理
解
で

あ
る
。
こ
う
し
た
知
空
の
行
信
理
解
か
ら
は
、
法
体
大
行
の
思
想
を
看
取
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
機
法
一
体
理
解
が
知
空

（
Ｍ
）

行
信
論
の
背
景
に
存
す
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
知
空
の
信
理
解
は
、
明
ら
か
に
西
吟
教
学
を
う
け
る
も
の
で
あ
り
、
知
空
行
信

論
に
鑑
み
れ
ば
、
先
行
研
究
に
お
い
て
知
空
は
西
吟
教
学
を
離
れ
る
と
す
る
見
解
に
は
首
肯
し
難
い
と
い
え
る
。

信
行
不
離
・
信
行
具
足
す
れ
ば
な
ぜ
衆
生
の
往
因
が
決
定
す
る
の
か
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
知
空
は
機
法
一
体
を
も
っ
て
そ
の
解
答

と
す
る
。
知
空
行
信
論
の
背
景
に
機
法
一
体
観
が
存
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
知
空
が
機
法
一
体
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
か
の
考
察
を
行
う
。
な
お
、
知
空
の
著
作
に
お
け
る
機
法
一
体
の
用
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
正
信
念
仏
偶
要
解
助
講
』
一
巻
：
：
：
．
：
一
箇
所

『
浄
土
思
斉
記
』
四
巻
：
：
：
：
：
：
：
…
：
：
五
箇
所

『
高
僧
思
斉
記
』
四
巻
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
、
四
箇
所

『
和
讃
首
書
』
六
巻
…
：
：
…
…
：
：
：
：
：
、
二
箇
所

知
空
の
行
信
論
研
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（
二
機
法
一
体
に
つ
い
て

知
空
の
機
法
一
体
理
解
の
考
察
を
行
う
に
先
立
っ
て
、
は
じ
め
に
『
安
心
決
定
紗
』
に
お
け
る
機
法
一
体
の
用
例
に
つ
い
て
、
後
に

真
宗
に
お
け
る
機
法
一
体
の
展
開
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
概
観
し
て
お
き
た
い
。

（
過
）
（
恥
）

は
じ
め
に
、
『
安
心
決
定
紗
』
で
は
、
機
法
一
体
の
語
が
二
○
箇
所
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
類
文
と
な
る
文
が
一
文
存
す
。

（
Ⅳ
）

こ
れ
ら
一
二
箇
所
の
用
例
は
、
大
き
く
二
つ
の
立
場
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
細
分
化
さ
れ
る
。
図
示
す
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

「
Ａ
，
往
生
正
覚
機
法
一
体
」
と
は
、
仏
の
正
覚
と
衆
生
の
往
生
と
が
同
時
倶
成
で
あ
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
衆
生
の
往
生
を

一
、
法
体
成
就
の
機
法
一
体
（
仏
辺
）
…
．
：
…
Ａ
、
往
生
正
覚
機
法
一
体

機
Ⅱ
衆
生
の
往
生

法
Ⅱ
仏
の
正
覚

二
、
機
相
領
受
の
機
法
一
体
（
機
辺
）
：
…
…
．
Ｂ
、
色
心
功
徳
機
法
一
体

機
Ⅱ
衆
生
の
身
心

法
Ⅱ
弥
陀
の
身
心
の
功
徳

…
：
：
：
Ｃ
、
彼
此
三
業
機
法
一
体

機
Ⅱ
衆
生
の
三
業

法
Ⅱ
仏
の
三
業

知
空
の
行
信
論
研
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（
配
）

覚
如
の
機
法
一
体
は
、
能
照
所
照
不
二
で
あ
り
、
仏
心
と
凡
心
の
一
体
を
示
す
も
の
と
評
さ
れ
る
。

続
く
存
覚
（
一
二
九
○
～
一
三
七
三
）
の
機
法
一
体
に
は
二
義
あ
る
と
さ
れ
る
。
『
安
心
決
定
紗
』
の
受
容
が
指
摘
さ
れ
る
の
が

『
存
覚
法
語
』
に
お
け
る
機
法
一
体
の
用
例
で
あ
る
。

仏
の
正
覚
は
衆
生
の
往
生
に
よ
り
て
成
じ
、
衆
生
の
往
生
は
仏
の
正
覚
に
よ
り
て
成
ず
る
が
ゆ
へ
に
、
機
法
一
体
に
し
て
能
所
不

二
な
る
い
は
れ
あ
れ
ば
、
仏
の
寿
命
も
衆
生
の
寿
命
も
あ
ひ
お
な
じ
く
し
て
、
無
常
を
の
が
れ
常
住
を
う
る
こ
と
も
か
は
る
こ
と

な
き
な
り
。

（
四
、
八
三
九
）

同
時
に
成
ず
る
仏
の
正
覚
と
は
、
具
体
的
に
は
正
覚
の
果
体
で
あ
り
、
そ
の
果
体
は
名
体
不
二
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
号
が
正
覚
の
全
体

と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
名
号
と
は
衆
生
の
往
生
を
同
時
に
成
ず
る
仏
の
正
覚
、
具
体
的
に
は
仏
の
果
体
と
一
体
で
あ
る
と
の
旨
を
明

（
肥
）

か
す
の
が
こ
の
機
法
一
体
説
で
あ
る
。
「
Ｂ
、
色
心
功
徳
機
法
一
体
」
と
は
、
仏
の
功
徳
が
法
界
の
衆
生
の
身
中
に
入
り
み
ち
一
体
に

（
明
）

な
る
と
す
る
機
法
一
体
説
で
あ
り
、
念
仏
衆
生
と
は
こ
の
こ
と
を
信
ず
る
衆
生
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
Ｃ
、
彼
此
三

業
機
法
一
体
」
と
は
、
「
Ａ
・
往
生
正
覚
機
法
一
体
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、
正
覚
の
果
体
の
外
に
衆
生
の
願
行
は
な
い
た
め
、
衆
生
の

（
別
）

三
業
の
上
に
仏
の
三
業
の
功
徳
が
如
実
に
展
開
す
る
と
理
解
す
る
機
法
一
体
説
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
安
心
決
定
紗
』
の
機
法
一
体
は
、

（
皿
）

西
山
に
立
場
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
体
即
行
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

真
宗
に
お
い
て
機
法
一
体
の
語
を
は
じ
め
て
用
い
た
の
は
覚
如
（
一
二
七
○
～
一
三
五
二
で
あ
る
。
『
願
願
抄
』
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。光

明
無
量
の
願
に
こ
た
へ
て
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
の
機
を
摂
益
し
た
ま
ふ
。
そ
の
機
は
ま
た
遍
照
の
光
明
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
信
心

歓
喜
す
れ
ば
、
機
法
一
体
に
な
り
て
能
照
・
所
照
ふ
た
っ
な
る
に
に
た
れ
ど
も
、
ま
た
ぐ
不
二
な
る
べ
し
。

知
空
の
行
信
論
研
究
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（
四
、
三
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・
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行
の
中
に
信
を
摂
し
、
証
の
中
に
広
く
真
・
化
仏
土
を
摂
す
。
し
か
る
所
以
は
、
行
は
所
行
の
法
、
信
は
こ
れ
能
信
な
り
。
故
に

『
玄
義
』
に
い
は
く
、
「
南
無
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
帰
命
、
ま
た
こ
れ
発
願
回
向
の
義
な
り
。
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
は
す
な
は

ち
こ
れ
そ
の
行
な
り
。
こ
の
義
を
も
っ
て
の
故
に
か
な
ら
ず
往
生
を
得
」
｛
已
上
｝
信
行
離
れ
ず
、
機
法
こ
れ
一
な
り
。
こ
の
義

に
よ
る
が
故
に
、
信
を
も
っ
て
行
に
摂
す
。

（
四
、
一
○
○
七
・
一
○
○
八
、
原
漢
文
）

本
典
の
題
目
を
釈
す
箇
所
で
あ
り
、
行
中
摂
信
を
示
す
文
で
あ
る
。
ま
た
、
「
行
文
類
」
大
行
釈
で
引
用
さ
れ
る
『
大
経
』
往
観
偶

「
其
仏
本
願
力
」
等
の
文
を
釈
す
箇
所
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
ふ
、
六
八
願
の
中
に
、
第
十
八
を
も
っ
て
仏
の
本
願
と
す
る
こ
と
自
他
と
も
に
許
し
、
さ
ら
に
異
義
な
し
。
第
十
七
の
願
何
ぞ

そ
の
言
に
関
ら
ん
。
答
ふ
、
十
七
・
十
八
さ
ら
に
相
離
せ
ず
、
行
信
・
能
所
・
機
法
一
な
り
。
（
四
、
一
○
三
九
、
原
漢
文
）

こ
れ
ら
の
文
よ
り
、
『
六
要
紗
』
で
は
第
十
七
願
の
行
と
第
十
八
願
の
信
の
不
離
に
お
け
る
機
法
一
体
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

前
半
部
分
に
お
い
て
『
安
心
決
定
紗
』
の
文
言
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
受
容
が
指
摘
さ
れ
る
。
続
く
文
よ
り
、
浄
土
往
生

（
羽
）

後
に
お
け
る
仏
凡
の
寿
命
の
一
体
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
信
行
不
離
の
機
法
一
体
説
と
さ
れ
る
の
が
『
六

要
紗
』
の
用
例
で
あ
る
。

覚
如
・
存
覚
の
機
法
一
体
の
用
例
に
対
し
、
蓮
如
は
『
安
心
決
定
紗
』
に
お
け
る
機
法
一
体
を
随
義
転
用
、
あ
る
い
は
換
骨
奪
胎
し

（
妬
）

た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
『
御
文
章
』
三
帖
目
第
八
通
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
を
善
導
釈
し
て
い
は
く
、
「
南
無
と
い
ふ
は
帰
命
、
ま
た
こ
れ
発
願
回
向
の
義
な
り
」
（
玄
義
分
）
と
い
へ

り
。
其
意
い
か
ん
ぞ
な
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
の
因
中
に
於
て
：
．
（
中
略
）
：
．
凡
夫
の
た
め
に
御
身
労
あ
り
て
、
此
回
向
を
我
等
に

あ
た
へ
ん
が
た
め
に
回
向
成
就
し
給
ひ
て
、
一
念
南
無
と
帰
命
す
る
と
こ
ろ
に
て
、
此
回
向
を
我
等
凡
夫
に
あ
た
へ
ま
し
ま
す
な

（
型
）

れ
る
。
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（
妬
）

蓮
如
に
お
け
る
善
導
六
字
釈
の
他
力
回
向
義
に
よ
る
受
容
が
う
か
が
わ
れ
る
文
で
あ
る
。
ま
た
、
『
御
文
章
』

当
流
の
信
心
決
定
す
と
い
ふ
体
は
、
す
な
は
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
す
が
た
と
こ
蛍
ろ
う
べ
き
な
り
。
す
で
に
善
導
釈
し
て

い
は
く
、
「
言
南
無
者
即
是
帰
命
亦
是
発
願
回
向
之
義
言
阿
弥
陀
仏
者
即
是
其
行
」
（
玄
義
分
）
と
い
へ
り
。
南
無
と
衆
生
が
弥
陀

に
帰
命
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
そ
の
衆
生
を
よ
く
し
る
し
め
し
て
、
万
善
万
行
恒
沙
の
功
徳
を
さ
づ
け
た
ま
ふ
な
り
。
こ
の
こ
皇

ろ
す
な
は
ち
「
阿
弥
陀
仏
即
是
其
行
」
と
い
ふ
こ
蚤
ろ
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
南
無
と
帰
命
す
る
機
と
阿
弥
陀
仏
の
た
す
け
ま
し
ま

す
法
と
が
一
体
な
る
と
こ
ろ
を
さ
し
て
、
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
は
ま
う
す
な
り
。
（
五
、
一
六
六
・
一
六
七
）

六
字
の
上
に
機
法
一
体
を
示
す
文
で
あ
り
、
善
導
の
六
字
釈
を
引
用
す
る
な
か
で
信
心
と
摂
取
に
お
け
る
機
法
一
体
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

仏
正
覚
の
果
体
の
上
に
機
法
一
体
を
主
張
す
る
『
安
心
決
定
紗
』
に
対
し
、
他
力
回
向
の
法
と
し
て
の
名
号
の
上
に
機
法
一
体
の
語
を

（
”
）

用
い
、
往
生
正
覚
の
機
法
一
体
を
信
心
摂
取
の
機
法
一
体
へ
と
換
骨
奪
胎
し
た
の
が
蓮
如
の
機
法
一
体
で
あ
る
。

（
二
）
『
安
心
決
定
紗
』
機
法
一
体
説
の
受
容

知
空
に
お
け
る
機
法
一
体
の
用
例
を
見
る
と
、
『
安
心
決
定
紗
』
の
機
法
一
体
の
受
容
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
彼
此

三
業
の
機
法
一
体
は
知
空
著
作
の
随
所
に
見
ら
れ
る
た
め
、
知
空
行
信
論
の
根
底
に
彼
此
三
業
機
法
一
体
の
受
容
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
○

の
よ
う
に
あ
る
。

り
。
故
に
凡
夫
の
方
よ
り
な
さ
ぬ
回
向
な
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
れ
を
も
て
如
来
の
回
向
を
ば
行
者
の
か
た
よ
り
は
不
回
向
と
は
申
す

な
り
。
此
い
は
れ
あ
る
が
ゆ
へ
に
、
南
無
の
二
字
は
帰
命
の
こ
愛
ろ
な
り
、
又
発
願
回
向
の
こ
曇
る
な
り
。

知
空
の
行
信
論
研
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五
、
一
三
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七
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③
こ
の
他
力
の
心
を
も
て
三
業
に
唱
礼
念
す
れ
ば
歩
々
刹
那
み
な
阿
弥
陀
仏
な
る
が
ゆ
へ
に
眼
目
を
労
せ
ず
し
て
勝
妙
の
地
を
照
見

し
、
脚
頭
を
動
ぜ
ず
し
て
毘
盧
の
頂
に
登
仮
す
、
そ
の
功
力
は
た
だ
行
者
帰
命
の
一
心
に
あ
り
。

（
『
高
僧
思
斉
記
』
巻
一
、
四
六
丁
左
・
四
七
丁
右
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

善
導
「
定
善
義
」
「
彼
此
三
業
不
相
捨
離
」
（
一
、
七
四
八
）
を
文
拠
と
し
て
、
彼
此
三
業
機
法
一
体
を
示
す
の
が
①
で
あ
る
。
②
は

『
浄
土
和
讃
』
勢
至
讃
「
染
香
人
の
そ
の
身
に
は
香
気
あ
る
が
ご
と
く
な
り
こ
れ
を
す
な
は
ち
な
づ
け
て
ぞ
香
光
荘
厳
と
ま
ふ

す
な
る
」
（
二
、
三
九
七
）
を
釈
す
箇
所
で
あ
り
、
明
ら
か
に
彼
此
三
業
機
法
一
体
を
示
す
と
い
え
る
。
③
は
『
高
僧
和
讃
』
天
親
讃

「
天
親
論
主
は
一
心
に
無
碍
光
に
帰
命
す
本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
報
土
に
い
た
る
と
の
べ
た
ま
ふ
」
（
二
、
四
二
）
を
釈
す
箇
所

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
信
の
上
の
所
談
で
あ
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
彼
此
三
業
機
法
一
体
は
蓮
如
の
機
法
一
体
理
解
に
相
違
す

る
。
ま
た
、
『
御
伝
照
蒙
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

②
如
来
の
三
業
と
行
者
の
三
業
と
少
も
か
は
り
な
く
機
法
一
体
に
し
て
無
上
大
利
の
功
徳
を
具
足
す
と
な
り
。

（
『
浄
土
思
斉
記
』
巻
四
、
四
二
丁
右
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

①
「
現
証
二
義
」
上
の
「
不
断
煩
悩
得
浬
藥
」
の
二
義
と
「
証
知
生
死
即
浬
藥
」
の
二
義
と
に
準
じ
、
相
焔
し
て
解
す
べ
し
。
一

１
ｍ
Ⅷ
ｚ
Ｏ

き
、
は
じ
め
て
往
生
の
成
ず
る
に
あ
ら
ず
、
仏
体
よ
り
成
ぜ
し
願
行
の
薫
修
が
一
声
称
仏
の
と
こ
ろ
に
あ
ら
は
れ
て
、
往
生
の
一

の
往
生
は
仏
の
正
覚
よ
り
成
ず
る
ゆ
へ
に
、
衆
生
の
三
業
と
仏
の
三
業
と
ま
た
ぐ
一
体
な
り
。
し
か
れ
ば

に
は
い
は
く
、
機
法
一
体
の
行
者
は
身
心
仏
智
を
離
れ
ず
、
故
に
文
に
「
彼
此
の
三
業
あ
ひ
捨
離
せ
ず
」
と
い
ふ
。
こ
れ
す
な
は

ち
現
に
常
楽
を
証
す
な
り
。
（
『
正
信
念
仏
偶
要
解
助
講
』
四
三
丁
左
、
原
漢
文
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

い
ま
の
他
力
の
領
解
は

知
空
の
行
信
論
研
究
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ず
る
な
り
。
（
五
、
二
二
一
～
二
二
三
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

『
御
伝
照
蒙
記
』
傍
線
部
は
、
総
じ
て
『
安
心
決
定
紗
』
の
文
言
に
一
致
す
る
。
い
ず
れ
の
文
も
彼
此
三
業
機
法
一
体
を
示
す
文
で
あ

る
が
、
傍
線
②
は
と
く
に
「
仏
の
正
覚
は
衆
生
の
往
生
よ
り
成
じ
、
衆
生
の
往
生
は
仏
の
正
覚
よ
り
成
ず
る
ゆ
へ
に
、
衆
生
の
三
業
と

仏
の
三
業
と
ま
た
ぐ
一
体
な
り
」
と
あ
る
た
め
、
往
生
正
覚
機
法
一
体
を
踏
ま
え
た
上
で
の
彼
此
三
業
機
法
一
体
の
説
示
と
い
え
る
。

彼
此
三
業
機
法
一
体
は
、
往
生
正
覚
機
法
一
体
の
果
体
と
不
二
で
あ
る
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
衆
生
の
願
行
が
す
で
に
成
ぜ
ら
れ
て

お
り
、
衆
生
の
願
行
を
成
ず
る
名
号
が
果
体
と
不
二
で
あ
る
た
め
、
衆
生
と
仏
の
三
業
が
一
体
に
な
る
と
い
っ
た
、
仏
体
即
行
を
基
盤

ら
ず
、
た
シ
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
行
を
行
ず
る
な
り
。
（
『
大
系
真
宗
史
料
』
伝
記
編
一

『
御
伝
紗
』
上
巻
第
七
段
、
い
わ
ゆ
る
信
心
詳
論
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
傍
線
①
～
③
は
、
一
見
す
ｚ

の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
下
地
と
な
る
文
が
『
安
心
決
定
紗
』
に
見
ら
れ
る
。

念
仏
三
昧
と
い
ふ
は
、
報
仏
弥
陀
の
大
悲
の
願
行
は
、
も
と
よ
り
ま
よ
ひ
の
衆
生
の
心
想
の
う
主

て
仏
体
よ
り
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
に
成
じ
た
ま
ふ
こ
と
な
り
と
信
知
す
る
な
り
。

た
シ
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
行
を
行
ず
る
な
り
。
（
『
大
系
真
宗
史
料
』
伝
記
編
二

の
正
覚
よ
り
成
ず
る
ゆ
へ
に
、
衆
生
の
三
業
と
仏
の
三
業
と
ま
た
ぐ
一
体
な
り
。
…
（
中
略
）
…
ま
た
『
大
経
』
の
三
宝
滅
尽
の

衆
生
の
、
三
宝
の
名
字
を
だ
に
も
は
か
ば
か
し
く
き
か
ぬ
ほ
ど
の
機
が
、
一
念
と
な
へ
て
往
生
す
る
も
、
０
Ｕ
荊
馴
叫
馴
川
副
副
Ｗ
ｕ

弥
陀
如
来
の
三
業
と
、
あ
ひ
は
な
れ
ず
」
（
定
善
義
意
）
と
釈
せ
り
。
仏
の
正
覚
は
衆
生
の
往
生
よ
り
成
じ
、
衆
生
の
往
生
は
仏

切
衆
生
心
想
中
」

大
事
を
成
ず
る
な
り
。
し
か
れ
ば
機
法
一
体
に
し
て
身
も
心
も
南
無
阿
弥
陀
仏
な
る
ゆ
へ
に
、
称
礼
念
す
れ
と
も
自
の
行
に
は
あ

め
て
往
生
の
成
ず
る
に
あ
ら
ず
。
仏
体
よ
り
成
ぜ
し
願
行
の
薫
修
が
、
一
声
称
仏
の
と
こ
ろ
に
あ
ら
は
れ
て
往
生
の
一
大
事
を
成

こ
と
な
る
が
ゆ
へ
に
、に、

知
空
の
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、
一
七
六
頁
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

上
巻
第
七
段
、
い
わ
ゆ
る
信
心
詳
論
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
傍
線
①
～
③
は
、
一
見
す
る
と
知
空
独
自
の
解
釈
を
示
す
文

る
が
、
こ
れ
ら
の
下
地
と
な
る
文
が
『
安
心
決
定
紗
』
に
見
ら
れ
る
。

味
と
い
ふ
は
、
報
仏
弥
陀
の
大
悲
の
願
行
は
、
も
と
よ
り
ま
よ
ひ
の
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
い
り
た
ま
へ
り
、
し
ら
ず
し

お
が
む
手
、
と
な
ふ
る
く
ち
、
信
ず
る
こ
シ
ろ
、
み
な
他
力

と
と
く
な
り
。
こ
皇
を
信
ず
る
を
念
仏
衆
生
と
い
ふ
な
り
。
ま
た

み
な
他
力
な
り
と
い
ふ
な
り
…
（
中
略
）
…

五

ゴ



開
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
第
‐

記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
の
句
は
他
力
の
三
信
一

の
句
は
他
力
の
三
信
を

と
し
た
構
造
で
あ
る
。
「
称
礼
念
す
れ
と
も
自
の
行
に
は
あ
ら
ず
、
た
シ
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
行
を
行
ず
る
な
り
」
と
い
っ
た
知
空
の
記

述
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
に
お
い
て
行
体
を
示
し
「
阿
弥
陀
仏
」
の
四
字
に
お
い
て
摂
取
の
法
を
示
す
蓮
如
の
機
法
一
体
と

は
異
な
り
、
仏
体
重
視
の
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
知
空
の
仏
体
重
視
の
傾
向
を
裏
づ
け
る
文
が
『
浄
土
思
斉
記
』
に
存
す
。

は
ち
如
来
の
果
体
を
か
ね
、
如
来
の
果
体
す
な
は
ち
行
者
の
因
源
に
徹
し
玉
ひ
て
機
法
一
体
な
る
を
「
円
通
」
と
い
ふ
な
り
。

（
『
浄
土
思
斉
記
』
巻
四
、
三
八
丁
左
、
傍
線
筆
者
挿
入
）

『
浄
土
和
讃
』
勢
至
讃
「
勢
至
念
仏
円
通
し
て
五
十
二
菩
薩
も
ろ
と
も
に
す
な
は
ち
座
よ
り
た
愛
し
め
て
仏
足
頂
礼
せ
し
め

っ
と
三
、
三
九
五
）
の
「
円
通
」
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
「
衆
生
の
因
地
」
に
力
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
回
向
義
が
看
取
で
き
る
も
の

の
、
「
如
来
の
果
体
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
法
一
体
の
法
を
如
来
摂
取
の
は
た
ら
き
で
は
な
く
仏
体
に
見
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
知
空
の
機
法
一
体
理
解
は
蓮
如
の
そ
れ
と
は
相
違
し
、
『
安
心
決
定
紗
』
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る

た
め
、
仏
体
重
視
の
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
知
空
独
自
の
機
法
一
体
説

『
安
心
決
定
紗
』
の
受
容
が
あ
り
、
仏
体
重
視
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
知
空
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
二
字
四
字
分
釈
に
よ
る
独
自

の
機
法
一
体
理
解
が
見
ら
れ
る
。
二
字
四
字
の
分
釈
と
い
う
方
法
論
は
蓮
如
を
う
け
る
も
、
そ
の
内
容
は
『
安
心
決
定
紗
』
を
う
け
展

開
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
第
十
八
願
文
の
上
に
二
字
四
字
分
釈
の
機
法
一
体
を
示
す
点
に
そ
の
独
自
性
が
見
出
さ
れ
る
。
『
浄
土
思
斉

弥
陀
の
名
号
を
と
な
ふ
れ
ば
、
彼
此
三
業
不
相
捨
離
に
し
て
生
滅
色
身
な
が
ら
香
光
荘
厳
を
獲
得
す
れ
ば
、
衆
生
の
因
地
に
す
な

挙
ぐ
。

知
空
の
行
信
論
研
究

「
乃
至
十
念
」
は
阿
弥
陀
仏
の
四
字
の
行
体
な
り
。
こ
の
三
信
は
南
無
の
二
字
、
信
心
な
り
。

一
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機
法
一
体
の
ゆ
へ
に
往
生
の
大
益
を
成
ず
。
（
『
浄
土
思
斉
記
』
巻
三
、
一
四
丁
左
）

『
浄
土
和
讃
』
大
経
讃
「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
と
十
方
諸
有
を
す
覚
め
て
ぞ
不
思
議
の
誓
願
あ
ら
は
し
て
真
実
報
土
の
因
と
す

る
」
（
二
、
三
六
六
）
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
」
の
句
は
他
力
の
三
信
を
あ
げ
る
と
し
、
こ
の
三
信
が
南
無
の
二

字
、
信
心
で
あ
り
、
所
釈
の
和
讃
に
は
な
い
が
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
を
阿
弥
陀
仏
の
四
字
の
行
体
で
あ
る
と
す
る
。
南
無

（
三
信
）
と
阿
弥
陀
仏
（
行
体
）
が
機
法
一
体
で
あ
る
か
ら
往
生
の
大
益
を
成
ず
と
述
べ
て
お
り
、
第
十
八
願
文
の
上
に
二
字
四
字
分

釈
を
配
当
し
て
機
法
一
体
を
解
釈
す
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
こ
う
し
た
知
空
の
機
法
一
体
は
、
蓮

如
の
機
法
一
体
に
相
違
す
る
。
い
ま
蓮
如
の
二
字
四
字
分
釈
に
鑑
み
る
と
、
『
御
文
章
』
四
帖
目
第
一
四
通
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

南
無
の
二
字
は
、
衆
生
の
弥
陀
を
た
の
む
機
の
か
た
な
り
。
ま
た
阿
弥
陀
仏
の
四
字
は
、
た
の
む
衆
生
を
た
す
け
た
ま
ふ
か
た
の

法
な
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
れ
す
な
は
ち
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
ま
う
す
こ
蚤
ろ
な
り
。

（
五
、
一
七
四
）

二
字
四
字
分
釈
を
も
っ
て
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
を
示
す
文
で
あ
る
。
知
空
は
「
阿
弥
陀
仏
の
四
字
の
行
体
」
と
四
字
に
お
い
て

行
体
を
示
す
が
、
蓮
如
は
「
阿
弥
陀
仏
の
四
字
は
た
の
む
衆
生
を
た
す
け
た
ま
ふ
か
た
の
法
」
と
四
字
に
お
い
て
摂
取
の
法
を
示
し
て

お
り
、
両
者
に
お
け
る
法
の
捉
え
方
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
知
空
が
本
願
文
の
上
に
機
法
一
体
を
示
す
の
に
対
し
、
蓮
如
は
本

願
成
就
文
に
注
目
す
る
と
い
っ
た
相
違
も
見
ら
れ
る
。
『
御
文
章
』
一
帖
目
第
一
五
通
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
経
』
（
大
経
巻
下
）
に
は
、
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
と
と
け
り
。
「
そ
の
名
号
を
聞
く
」
と
い
へ
る
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六

字
の
名
号
を
無
名
無
実
に
き
く
に
あ
ら
ず
、
善
知
識
に
あ
ひ
て
そ
の
を
し
へ
を
う
け
て
、
こ
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
南
無
と

た
の
め
ば
、
か
な
ら
ず
阿
弥
陀
仏
の
た
す
け
た
ま
ふ
と
い
ふ
道
理
な
り
。
（
五
、
九
二
・
九
三
）

ま
た
、
『
御
文
章
』
五
帖
目
第
二
通
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
の
字
の
こ
塾
ろ
を
よ
く
し
り
た
る
を
も
て
、
信
心
決
定
す
と
は
い
ふ
な
り
。
そ
も
そ
も
信
心
の
体
と
い
ふ
は
、

知
空
の
行
信
論
研
究
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「
念
仏
」
は
こ
れ
因
、
「
往
生
」
は
こ
れ
果
、
「
念
」
は
こ
れ
能
念
の
心
な
り
。
「
仏
」
は
す
な
は
ち
所
念
の
境
、
能
所
不
二
・
機

法
一
体
、
こ
れ
を
「
念
仏
」
と
い
ふ
。

（
『
和
讃
首
害
』
巻
下
一
、
九
丁
左
、
原
漢
文
）

『
正
像
末
和
讃
』
三
時
讃
「
像
末
五
濁
の
世
と
な
り
て
釈
迦
の
遣
教
か
く
れ
し
む
弥
陀
の
悲
願
ひ
ろ
ま
り
て
念
仏
性
生
さ
か
り

な
り
」
三
、
四
七
七
）
の
「
念
仏
往
生
」
を
釈
す
箇
所
で
あ
る
。
「
念
仏
」
「
往
生
」
を
因
果
関
係
で
捉
え
、
因
で
あ
る
「
念
仏
」
を
分

釈
し
て
「
念
」
は
能
念
の
心
、
「
仏
」
は
所
念
の
境
で
あ
る
と
し
、
「
念
」
「
仏
」
の
能
所
不
二
・
機
法
一
体
を
示
す
。
い
ま
こ
う
し
た

知
空
の
機
法
一
体
理
解
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
構
造
と
な
る
。

ま
た
、
知
空
に
は
二
字
四
一

害
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
経
』
（
大
経
巻
下
）
に
い
は
く
、
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
と
い
へ
り
。

（
五
、
一
八
六
）

知
空
が
本
願
文
の
上
に
機
法
一
体
を
示
す
の
に
対
し
、
蓮
如
は
六
字
の
南
無
阿
弥
陀
仏
を
解
釈
す
る
上
で
本
願
成
就
文
に
注
目
す
る
。

こ
れ
は
、
二
字
四
字
分
釈
と
い
う
方
法
論
は
蓮
如
を
う
け
る
も
、
機
法
一
体
そ
の
も
の
は
『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
第
十
八
願
加
減
の

文
よ
り
は
じ
ま
る
『
安
心
決
定
紗
』
を
う
け
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
知
空
に
は
二
字
四
字
分
釈
の
ほ
か
、
「
念
仏
」
の
語
に
お
い
て
機
法
一
体
を
示
す
と
い
っ
た
特
色
が
見
ら
れ
る
。
『
和
讃
首

以
上
を
総
合
し
て
考
え
る
に
、
知
空
の
機
法
一
体
は
蓮
如
の
機
法
一
体
に
相
違
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
存
覚
の
機
法
一
体
に
類
似
的

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
信
心
摂
取
の
機
法
一
体
を
示
し
本
願
成
就
文
に
立
脚
し
て
名
号
を
解
釈
す
る
蓮
如
に
対
し
、

機
…
至
心
信
楽
欲
生
…
南
無
…
…
…
信
心
…
念
…
能
念

法
…
乃
至
十
念
…
…
…
阿
弥
陀
仏
．
：
行
体
：
．
仏
…
所
念

知
空
の
行
信
論
研
究
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①
第
十
七
願
の
行
を
衆
生
の
称
名
で
捉
え
る
知
空
は
、
第
十
七
願
の
称
名
と
第
十
八
願
の
信
楽
と
を
口
業
・
意
業
の
関
係
で
捉
え
る
か

た
ち
で
信
行
不
離
・
信
行
具
足
を
示
し
、
往
因
決
定
の
根
拠
と
し
て
機
法
一
体
を
提
示
す
る
。

②
『
安
心
決
定
紗
』
の
機
法
一
体
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
知
空
は
、
信
心
と
摂
取
に
お
い
て
機
法
一
体
を
示
す
蓮
如
の
機
法
一
体
に
相

知
空
は
仏
体
重
視
の
傾
向
の
も
と
『
安
心
決
定
紗
』
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
か
た
ち
で
第
十
八
願
文
の
上
に
二
字
四
字
分
釈
の
機
法
一

体
を
示
す
。
ま
た
、
知
空
の
機
法
一
体
は
、
知
空
行
信
論
に
お
け
る
信
行
不
離
・
信
行
具
足
に
よ
る
往
因
決
定
の
根
拠
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
第
十
七
願
の
行
た
る
称
名
と
第
十
八
願
の
信
た
る
信
楽
と
の
信
即
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
機
法
一
体
は
、
存
覚
に

お
け
る
第
十
七
願
の
行
と
第
十
八
願
の
信
の
不
離
に
お
け
る
機
法
一
体
に
非
常
に
類
似
的
で
あ
る
。
ま
た
、
煩
墳
的
で
あ
る
知
空
の
信

行
不
離
・
信
行
具
足
と
機
法
一
体
の
関
係
も
、
『
六
要
紗
』
「
問
ふ
、
六
八
願
の
中
に
、
第
十
八
を
も
っ
て
仏
の
本
願
と
す
る
こ
と
自
他

と
も
に
許
し
、
さ
ら
に
異
義
な
し
。
第
十
七
の
願
何
ぞ
そ
の
言
に
関
ら
ん
。
答
ふ
、
十
七
・
十
八
さ
ら
に
相
離
せ
ず
、
行
信
・
能
所
・

機
法
一
な
り
」
（
四
、
一
○
三
九
、
原
漢
文
）
の
文
に
鑑
み
れ
ば
、
第
十
八
願
の
称
名
は
第
十
七
願
に
か
な
っ
た
称
名
で
あ
る
と
の
旨
を

示
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
心
と
称
名
と
の
関
係
に
お
い
て
機
法
を
示
す
存
覚
に
対
し
、
知
空

は
衆
生
の
念
と
念
ぜ
ら
れ
る
（
称
え
ら
れ
る
）
仏
と
の
関
係
に
お
い
て
機
法
を
示
す
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
仏
体
重
視
の
傾
向
に
あ
る

と
い
う
点
で
存
覚
の
機
法
一
体
理
解
に
相
違
す
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
法
体
大
行
説
の
淵
源
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
知
空
行
信
論
を
考
察
す
る
か
た
ち
で
知
空
教
学

に
対
す
る
従
来
の
評
価
の
検
討
を
試
み
た
。
本
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
三
点
と
な
る
。

知
空
の
行
信
論
研
究 お

わ
り
に
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九



③
第
十
七
願
・
第
十
八
願
の
関
係
に
お
い
て
信
行
不
離
を
談
じ
、
そ
の
な
か
で
機
法
一
体
を
示
す
と
い
う
点
で
知
空
の
機
法
一
体
は
存

覚
に
類
似
的
と
い
え
る
が
、
仏
体
重
視
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
点
で
存
覚
に
相
違
す
る
。

こ
う
し
た
知
空
の
行
信
論
に
鑑
み
れ
ば
、
『
鷺
森
含
毫
』
成
稿
以
前
に
限
っ
て
は
、
知
空
が
蓮
如
教
学
に
立
脚
す
る
と
い
う
通
説
に

は
首
肯
し
難
く
、
な
か
ん
ず
く
存
覚
教
学
に
類
似
的
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
る
。
一
方
で
、
知
空
は
先
行
す
る
学
匠
に
比
し

（
躯
）

て
蓮
如
へ
の
言
及
頻
度
が
高
く
、
『
御
文
章
』
を
主
題
と
し
て
扱
う
著
作
な
ど
も
見
ら
れ
る
た
め
、
知
空
と
蓮
如
の
関
係
を
看
過
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
知
空
に
お
け
る
蓮
如
の
受
容
過
程
が
今
後
の
研
究
課
題
に
な
る
と
い
え
る
。

違
す
る
。

註（
１
）
薗
田
香
融
氏
は
、
「
初
期
宗
学
の
基
調
が
蓮
如
義
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
の
推
進
者
の
第
一
に
知
空
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
結
論
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
．
：
（
中
略
）
…
知
空
た
ち
の
い
わ
ば
蓮
如
イ
ズ
ム
は
、
決
し
て
論
理
的
な
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ

ア
プ
リ
オ
リ
に
与
え
ら
れ
た
条
件
で
あ
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
（
「
黒
江
の
異
計
（
下
）
ｌ
近
世
宗
学
史
研
究
ノ
ー
ト
ー
」
『
近
世
仏

教
史
料
と
研
究
』
三
号
、
一
九
六
一
年
、
三
七
・
三
八
頁
）
と
述
べ
る
。
大
桑
斉
氏
は
「
知
空
は
蓮
如
型
教
学
を
近
世
教
学
と
し
て
形

成
せ
ん
と
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
」
（
「
近
世
真
宗
異
義
の
歴
史
的
性
格
」
『
仏
教
研
究
論
集
』
清
文
堂
、
一
九
七
五
年
、
八
二
五
頁
）
と

述
べ
る
。
平
田
厚
志
氏
は
「
知
空
は
「
タ
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
を
真
髄
と
す
る
蓮
如
教
学
に
依
拠
す
る
」
（
「
近
世
真
宗
思
想
史
に
お
け

る
真
俗
二
諦
論
形
成
の
一
画
期
」
『
龍
谷
紀
要
』
八
巻
二
号
、
一
九
八
六
年
、
一
七
○
頁
）
と
述
べ
る
。

（
２
）
日
高
達
善
氏
は
、
「
『
南
窓
塵
壺
』
に
至
っ
て
は
…
（
中
略
）
…
そ
の
間
に
自
ら
所
行
思
想
の
萌
芽
が
歴
々
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
」

（
「
宗
学
史
上
に
於
け
る
行
信
論
」
『
龍
谷
大
学
論
叢
』
二
五
二
号
、
一
九
二
三
年
、
一
○
二
頁
）
と
述
べ
る
。

（
３
）
大
原
性
実
氏
は
、
「
以
上
引
証
す
る
と
こ
ろ
の
諸
説
よ
り
見
れ
ば
純
然
た
る
能
行
説
と
云
ふ
く
く
、
か
の
西
谷
氏
の
『
宗
学
の
大
系
』

（
二
四
二
頁
）
に
云
ふ
が
如
き
所
行
説
の
萌
芽
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
様
に
考
へ
ら
れ
る
」
（
「
知
空
並
に
そ
の
門
下
の
宗
学
」

知
空
の
行
信
論
研
究
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（
Ⅷ
）
平
田
厚
志
、
前
掲
論
文
、
一
七
○
頁
参
照

（
Ⅱ
）
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
法
体
大
行
説
の
淵
源
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
西
吟
が
能
行
説
に
あ

る
と
の
評
価
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
薗
田
氏
は
『
鷺
森
含
毫
』
に
お
い
て
糺
問
対
象
と
な
る
存
空
に
つ
い
て
、
「
存
空
こ
そ

は
所
行
派
の
先
駆
と
み
な
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
す
な
わ
ち
存
空
は
、
月
感
か
ら
〈
自
性
唯
心
の
理
談
を
好
み
、

聖
浄
二
門
の
差
別
を
混
乱
せ
し
め
る
〉
と
し
て
避
難
さ
れ
た
西
吟
の
学
統
に
属
し
た
学
匠
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
（
薗
田
香
融
、
前
掲
論
文
、

三
五
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
梅
原
真
隆
氏
の
論
考
（
梅
原
真
隆
「
宗
信
の
行
信
論
」
『
六
条
学
報
』
一
五
六
号
、
一
九
一
四
年
）

を
う
け
て
存
空
の
評
価
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
存
空
の
評
価
を
そ
の
ま
ま
西
吟
の
評
価
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
、
結

果
、
西
吟
教
学
と
知
空
教
学
の
相
対
化
を
招
く
一
助
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
里
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
四
巻
九
○
頁
の
意
。
な
お
、
以
下
、
真
宗
聖
典
に
関
し
て
は
、
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
の
巻
数
と
頁
数
と
を

示
し
た
。

『
龍
谷
大
学
論
叢
』
二
八
四
号
、
一
九
二
九
年
、
二
七
頁
）
と
述
べ
る
。

（
４
）
大
原
性
実
氏
は
、
「
い
づ
れ
も
要
す
る
に
行
と
は
称
名
行
な
り
と
な
す
も
の
で
あ
る
…
（
中
略
）
…
弥
陀
の
名
号
を
以
て
能
行
の
称
名

と
観
察
せ
る
も
の
で
あ
る
」
（
大
原
性
実
、
前
掲
論
文
、
二
六
・
二
七
頁
）
と
述
べ
る
。

（
５
）
普
賢
大
円
氏
は
、
「
大
行
論
は
如
何
と
い
ふ
に
彼
も
亦
前
述
の
諸
師
と
同
じ
く
能
行
説
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
偶
題
の
念
仏
と
は
十

七
願
に
於
い
て
勧
む
る
称
名
で
あ
り
、
本
願
名
号
と
は
衆
生
称
名
の
規
範
と
し
て
教
位
の
称
名
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
」
（
『
真
宗
行
信
論
の

組
織
的
研
究
』
興
教
書
院
、
一
九
三
五
年
、
二
四
・
二
五
頁
）
と
述
べ
る
。

（
６
）
僧
撲
『
正
信
偶
五
部
評
林
』
上
に
、
「
信
願
行
の
三
資
糧
に
配
し
て
釈
す
。
是
亦
不
示
。
元
来
三
資
糧
は
、
唐
土
の
他
宗
の
人
師
、
小

経
で
浄
業
に
三
資
糧
を
立
て
易
釈
す
。
今
家
相
承
、
七
祖
の
釈
に
、
三
資
糧
と
云
こ
と
な
し
。
今
家
に
は
信
行
信
願
と
云
こ
と
あ
れ
ど
も
、

三
資
糧
と
云
は
見
ぬ
也
」
（
『
正
信
偶
五
部
評
林
』
上
、
五
十
九
丁
左
）
と
あ
る
。

（
７
）
日
高
達
善
、
前
掲
論
文
、
一
○
三
頁
参
照

（
８
）
大
原
性
実
、
前
掲
論
文
、
二
七
・
二
八
頁
参
照

（
９
）
大
桑
斉
氏
は
、
「
承
応
園
惜
以
後
、
決
定
紗
型
は
し
だ
い
に
正
統
派
の
地
位
を
追
わ
れ
る
に
至
る
」
（
大
桑
斉
、
前
掲
論
文
、
八
二
四

頁
）
と
述
べ
る
。

知
空
の
行
信
論
研
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（
昭
）
是
山
恵
覚
『
高
僧
和
讃
講
義
』
（
『
真
宗
叢
書
』
別
巻
所
収
、
四
七
一
頁
）
参
照

（
Ⅱ
）
伊
藤
顕
慈
「
西
吟
の
行
信
論
研
究
」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
二
号
、
二
○
一
七
年
、
二
一
頁
）
参
照

（
妬
）
『
安
心
決
定
紗
』
に
お
け
る
機
法
一
体
の
用
例
二
○
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
十
方
衆
生
の
願
行
円
満
し
て
、
往
生
成
就
せ
し
と
き
、
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
を
成
じ
た
ま
ひ
し
な
り
（
五
、
二
一

八
、
正
報
は
、
眉
間
の
白
毫
相
よ
り
千
輻
輪
の
あ
な
う
ら
に
い
た
る
ま
で
、
常
没
の
衆
生
の
願
行
成
就
せ
る
御
か
た
ち
な
る
ゅ
へ
に
、
ま

た
機
法
一
体
に
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
（
五
、
一
二
九
）

九
、
念
仏
三
昧
と
い
ふ
は
、
報
仏
弥
陀
の
大
悲
の
願
行
は
、
も
と
よ
り
ま
よ
ひ
の
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
い
り
た
ま
へ
り
、
し
ら
ず
し
て

仏
体
よ
り
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
に
成
じ
た
ま
ふ
こ
と
な
り
と
信
知
す
る
な
り
（
五
、
二
二
二

一
○
、
か
る
が
ゆ
へ
に
機
法
一
体
の
念
仏
三
昧
を
あ
ら
は
し
て
、
第
八
の
観
に
は
、
「
諸
仏
如
来
、
是
法
界
身
。
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
（
観

経
）
と
と
く
（
五
、
二
二
二

二
、
仏
の
か
た
よ
り
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
を
成
じ
た
ま
ひ
た
り
け
る
ゆ
へ
に
、
な
に
と
は
か
ば
か
し
か
ら
ぬ
下
々
品
の
失

六
、
わ
れ
ら
が
迷
倒
の
こ
ぅ
ろ
の
そ
こ
に
は
法
界
身
の
仏
の
功
徳
み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
ゆ
へ
に
、
ま
た
機
法
一
体
に
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏

な
り
（
五
、
一
一
一
九
）

七
、
依
報
は
、
宝
樹
の
葉
ひ
と
つ
も
極
悪
の
わ
れ
ら
が
た
め
な
ら
ぬ
こ
と
な
け
れ
ば
、
機
法
一
体
に
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
（
五
、
一

依
報
は
、

二
、
願
も
行
も
仏
体
よ
り
成
じ
て
、
機
法
一
体
の
正
覚
成
じ
た
ま
ひ
け
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ
と
お
も
ふ
と
き
、
歓
喜
の
あ
ま
り
お
ど
り

あ
が
る
ほ
ど
に
う
れ
し
き
な
り
（
五
、
一
一
一
八
）

三
、
さ
れ
ば
機
法
一
体
の
身
も
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
（
五
、
一
二
八
）

四
、
こ
シ
ろ
を
刹
那
に
ち
は
り
て
み
る
と
も
、
弥
陀
の
願
行
の
遍
せ
ぬ
と
こ
ろ
な
け
れ
ば
、
機
法
一
体
に
し
て
こ
ぁ
ろ
も
南
無
阿
弥
陀
仏

な
り
（
五
、
一
一
一
八
）

五
、
弥
陀
大
悲
の
む
ね
の
う
ち
に
、
か
の
常
没
の
衆
生
み
ち
み
ち
た
る
ゆ
へ
に
、
機
法
一
体
に
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
（
五
、
一
二

知
空
の
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（
Ⅳ
）
瓜
生
津
隆
雄
「
『
安
心
決
定
紗
』
の
機
法
一
体
説
管
見
」
『
真
宗
学
』
二
三
号
、
一
九
六
○
年
、
四
六
～
四
八
頁
参
照

普
賢
晃
寿
「
安
心
決
定
紗
と
真
宗
列
祖
の
教
学
ｌ
安
心
決
定
紗
と
覚
如
・
存
覚
の
教
学
ｌ
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
一
五
号
、
一
九
七

九
年
、
八
三
～
八
五
頁
参
照

一
五
、
身
も
仏
を
は
な
れ
た
る
身
に
あ
ら
ず
、
こ
蚤
ろ
も
仏
を
は
な
れ
た
る
こ
塾
ろ
に
あ
ら
ず
、
く
ち
に
念
ず
る
も
機
法
一
体
の
正
覚
の
か

た
じ
け
な
さ
を
称
し
、
礼
す
る
も
他
力
の
恩
徳
の
身
に
あ
ま
る
う
れ
し
さ
を
礼
す
る
ゆ
へ
に
、
わ
れ
ら
は
称
す
れ
ど
も
念
ず
れ
ど
も

機
の
功
を
っ
の
る
に
あ
ら
ず
、
た
蜜
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
凡
夫
の
行
を
成
ぜ
し
と
こ
ろ
を
行
ず
る
な
り
と
い
ふ
な
り
（
五
、
二
三
○
）

一
六
、
こ
の
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
に
な
り
か
へ
る
を
念
仏
三
昧
と
い
ふ
（
五
、
二
三
二

一
七
、
仏
の
無
碍
智
よ
り
機
法
一
体
に
成
ず
る
ゆ
へ
に
、
名
号
す
な
は
ち
無
為
無
漏
な
り
（
五
、
二
三
一
）

一
八
、
仏
の
功
徳
も
も
と
よ
り
衆
生
の
と
こ
ろ
に
機
法
一
体
に
成
ぜ
る
ゆ
へ
に
、
帰
命
の
心
の
お
こ
る
と
い
ふ
も
は
じ
め
て
帰
す
る
に
あ
ら

ず
（
五
、
二
三
二

一
九
、
機
法
一
体
に
成
ぜ
し
功
徳
が
、
衆
生
の
意
業
に
う
か
び
い
づ
る
な
り
（
五
、
二
三
二

二
○
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
す
る
も
、
称
し
て
仏
体
に
ち
か
づ
く
に
あ
ら
ず
、
機
法
一
体
の
正
覚
の
功
徳
、
衆
生
の
口
業
に
あ
ら
は
る
蛍
な

り
（
五
、
一
三
一
二
）

（
略
）
心
は
三
毒
煩
悩
の
心
ま
で
も
仏
の
功
徳
の
そ
み
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
は
な
し
。
機
法
も
と
よ
り
一
体
な
る
と
こ
ろ
を
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ

念
の
く
ら
ゐ
の
称
名
も
往
生
す
る
は
、
と
な
ふ
る
と
き
は
じ
め
て
往
生
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
極
悪
の
機
の
た
め
に
も
と
よ
り
成
じ
た

ま
へ
る
往
生
を
と
な
へ
あ
ら
は
す
な
り
（
五
、
二
二
二
）

一
二
、
法
蔵
菩
薩
の
十
方
衆
生
の
願
行
成
就
せ
し
と
き
、
機
法
一
体
の
正
覚
成
じ
た
ま
へ
る
慈
悲
の
御
こ
塗
る
の
あ
ら
は
れ
た
ま
へ
る
心
蓮

華
を
、
「
正
覚
華
」
と
は
い
ふ
な
り
（
五
、
二
二
四
）

一
三
、
十
方
衆
生
の
う
へ
ご
と
に
、
生
死
の
き
づ
な
き
れ
は
て
皇
、
不
退
の
報
土
に
願
行
円
満
せ
し
と
き
、
機
法
一
体
の
正
覚
を
成
じ
た
ま

ひ
き
（
五
、
一
二
一
八
・
一
三
一
九
）

一
四
、
こ
の
機
法
一
体
の
正
覚
は
名
体
不
二
な
る
ゆ
へ
に
、
こ
れ
を
く
ち
に
と
な
ふ
る
を
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
（
五
、
二
二
九
・
二
三

な
り
（
五
、
一
二
一
五
）
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（
別
）
普
賢
晃
寿
氏
は
、
「
存
覚
の
著
作
の
上
に
お
い
て
機
法
一
体
の
語
を
『
決
定
紗
』
と
同
じ
く
往
生
正
覚
機
法
一
体
の
義
で
解
す
る
の
は

『
存
覚
法
語
』
の
み
で
あ
っ
て
、
『
六
要
紗
』
に
出
る
機
法
一
体
の
語
は
全
く
意
味
が
異
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
：
．
『
六

要
紗
』
に
お
い
て
は
信
（
機
）
と
行
（
法
）
、
信
行
不
離
の
機
法
一
体
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
」
（
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
九
九
頁
）
と

要
紗
』
』

（
肥
）
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
八
三
・
八
四
頁
参
照

（
岨
）
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
八
四
頁
参
照

（
別
）
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
八
五
頁
参
照

（
別
）
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
九
○
・
九
一
頁
参
照

（
〃
）
瓜
生
津
隆
雄
氏
は
、
「
『
願
願
抄
』
に
お
け
る
機
法
一
体
は
蓮
師
の
教
義
に
翻
訳
す
る
と
〈
仏
凡
一
体
〉
の
義
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
窺
わ

れ
る
」
（
「
安
心
決
定
紗
と
真
宗
教
学
序
説
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
六
三
号
、
一
九
五
九
年
、
八
頁
）
と
述
べ
る
。
普
賢
晃
寿
氏
は
、
「
古

来
こ
の
『
願
願
抄
』
の
機
法
一
体
に
つ
い
て
は
、
機
を
信
心
（
所
照
）
と
し
法
を
遍
照
の
光
明
（
能
照
）
と
解
し
能
照
所
照
不
二
な
る
点

を
機
法
一
体
と
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
覚
如
の
意
は
む
し
ろ
『
安
心
決
定
紗
』
の
機
法
一
体
を
受
け
て
い
る
も
の
と
い
い
う
る
。
…

（
中
略
）
…
覚
如
の
上
に
お
け
る
機
法
一
体
と
は
仏
凡
一
体
と
見
る
べ
き
で
、
『
安
心
決
定
紗
』
と
同
一
線
上
の
主
張
と
い
う
べ
き
で
あ

る
」
（
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
九
五
・
九
六
頁
）
と
述
べ
る
。

（
羽
）
普
賢
晃
寿
氏
は
、
「
往
生
正
覚
機
法
一
体
の
『
決
定
紗
』
の
説
意
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
れ
を
転
用
し
て
、
浄
土
往
生
後
に
仏
凡
の
寿
命

の
一
体
を
論
じ
て
い
る
点
、
『
存
覚
法
語
』
と
『
決
定
紗
』
の
説
意
の
相
違
を
見
る
の
で
あ
る
」
（
普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
九
八
・
九
九

述
べ
る
。

頁
）
と
述
べ
る
。

普
賢
晃
寿
「
安
心
決
定
紗
と
蓮
如
教
学
」
（
『
真
宗
学
』
六
二
号
、
一
九
八
○
年
）
参
照

普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
七
・
八
頁
参
照

普
賢
晃
寿
、
前
掲
論
文
、
二
六
・
二
七
頁
参
照

三
浦
真
証
「
真
宗
教
学
史
に
お
け
る
蓮
如
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
試
論
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
八
七
号
、
二
○
一
五
年
）
参
照
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